









The H~modynamics of dysplastic nodules in the liver evaluated by 













3 cm 以下の52結節(内訳はlow-gradedysplastic nodule;12結節.high-gradcdysplastic nodule;24結節，
IICC;16結節。)である。 CTAP，CTAによる判定は，周囲肝実質と腫蕩部の濃染の程度を比較し増加.同程




【結果】 low-grade dysplastic noduleでは門脈Ifl流.動脈血流ともに周開肝実質と同程度の結節が11例.






増加した 9結節はtyPCrv collagcnで'7例. laminioで8例が陽性であった。
ICでは16例全例が門脈血流が低トし動脈血流が増加していた。 typeN collagenで'16例中14例， laminin
では全例が陽性であった。
【考察と結論】今回のCTAP，CTAで観察された腫窮の血行動態は. low-grade dysplastic nodule.high-
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grade dysptastic nodules.HCCのJIi1に有意に門脈血流が減少し動脈血流が増加していた。穎洞の基底膜













grade dysplastic nodule(LDN);12結節， high-gradc dysplastic nodule(HDN);24結節.IC; 16結節)。
CTAP.CTAによる判定は，周囲肝実質と腫傷部の濃染の程度を比較し増加.同程度，低下として分類した。








type IV collagen， lamininが陰性，動脈Ifn流の増加した9結節はtyPCIV collagenで7例tlamininで'8例
が陽性であった。 HCCでは16例全例が門脈血流が低ドし，動脈血流が増加した。 type町 collagenで16例中
14f~J. lamininでは令例が|場性であった。
腫婦の血行動態は.LDN， HDN. HCCのI1員に有意に門脈血流が減少し動脈血流が増加したc 類洞の基底膜形
成もLDN.HDN.HCCの1.Qに増加したり HDNは，その供血が門脈Ifl優位から動脈刷優イ立に変化するにつれて.類
洞に基底膜形成が見られ，両者の聞には密接な関連が見られた。 HDNは血行動態および類洞の基底膜形成の
観点からLDNとICの聞に位置していると考えられた。
以上の研究結果はCTAP，CTAがdysplasticnoduleからHCCへの発癌の過程を多段|常的に表現しmることを明
らかにしたものであり.かっCTAP.CTAでの前編結節の血行動態がその病理組織像を反映していることを示
した研究であるのよって本論文は博士(医学)の学位を授与するに値するものと判定された。
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